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例えばこんなことがわかります！

より詳しくは、三冬社ホームページまで
https://www.santho.net/

●ISBN978-4-86563-088-6
●三冬社 編集制作部 編
●2022年7月27日発行
●A4判336頁
●定価 16,280円
（本体 14,800円＋税10%）

公共機関・大学図書館・研究室、公共図書館の必備図書

安全な国と思われていた日本の犯罪対策！
日本の安全対策を見直すための豊富な統計資料集。

近年増加傾向にある地震と気象災害。本データブックは、各地の地震発生状況や、豪雨による浸水、土砂災
害など被害状況や被災者の行動・意識を図表にまとめたものです。防災対策の構築に役立ちます。

災害と防災・防犯 
統計データ集 2022

● �日本で 2021 年の 1 年間に最大震度 4 以上を観測
した地震回数……54回

● �首都直下地震での 1 都 4 県で想定される帰宅困
難者数……約640万人〜800万人

● �自身の回りで心配だと思う自然災害
　 １位 地震・津波 75.2％　2 位 強風 41.6％　
　 3 位 河川氾濫 32.4％
● �自然災害による被災経験のある、なし……
　 ある 32.9％　ない 67.1％　
● �防災拠点となる公共施設等の耐震化率の推移
　 2002 年 48.9％ ➡ 2020 年 95.1％
● �全国の病院の耐震化率の割合……77.3％
● �全国の災害拠点病院及び救命救急センターの耐

震化率……93.6％
● �介護施設等で過去 5 年以内に被災した自然災害の割合
　 1 位 台風・水害 14.8％　2 位 地震・津波 6.7％
　 3 位 雪害 2.7％
● �2 日以上の停電に備えて、使える状態にしておきたいもの
　１位 トイレ 67.3％　2 位 冷凍冷蔵庫 60.7％
　3 位 スマホ・携帯充電 60.0％
● �熱中症による 5 月〜 9 月の救急搬送人員数
　 2019 年 71,317人 ➡ 2021 年 47,877人
● �2021 年度の救急搬送の発生場所
　 1 位 住居 39.4％　2 位 道路 17.5％　
　 3 位 工事、工場、作業所等の仕事場 11.2％
● �火災件数の推移…… 

2010 年 46,620件 ➡ 2020 年 34,691件
● �火災による死者数の推移…… 

2010 年 1,738人 ➡ 2020 年 1,326人
● �刑法犯の認知件数の推移…… 

2002 年 約285万件 ➡ 2020 年 約61万件

世界の災害に関する
発生規模と被害データも拡充

2021年に世界で発生したM7.0以上又は人的被害を伴った地震
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今後の地震発生時の不安の有無
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ペットの避難

修理業者の確保

モバイルバッテリーなど
非常用電源の確保

当座の資金

仮住まいの確保

住宅の損壊とその修繕費用など

食料や飲料水の確保

n=11,839

今後の地震発生時の具体的な不安

している

していない

n=11,839 51％49％

地震が発生した際の不安に対する備えの有無

図表サンプル



三冬社ホームページには すべてのデータ集を掲載　https://www.santho.net/

マーケティング調査・企画提案・研究・経営改善・講義・論文作成に

A4 判　2021年 11月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-078-7

コロナ禍で減少した出生数。その出生数の回復策は？
若者と高齢者がバランス良く発展できる社会を考える
ための幅広い総合統計集。

少子高齢社会
総合統計年報 2022

例えばこんなことがわかる・図表グラフが 900 点以上掲載
災害と防災・防犯に関する様々なデータがこの1冊にまとまった

主な内容紹介

第1章  災害史（災害・被害が大きかったもの）
日本の災害史：地震・津波、火山噴火、風水害、雪害
世界の主な自然災害：11世紀〜20世紀以降まで　など

第2章  �近年の災害・将来の災害予測
世界の地震・津波災害、火山噴火、異常気象・気象災害／日本の地震・
津波災害、火山噴火、異常気象・気象災害／日本の主要活断層・海溝
型地震の評価結果／全国地震予測地図／全国のエリア別地殻変動／南
海トラフ地震の被害想定／大雨や猛暑日など（極端現象）の長期変化／
気象・地震・津波・火山に関する警報の解説　など

第3章  �近年の災害被害・被災者調査
過去の災害による経済被害：水害被害、山地被害・林野関係被害、農
作物被害／ 2020 年台風 10 号／ 2021 年３月 20 日の宮城県沖地震／ 
2022 年 3 月 16 日の福島県沖地震／熱海土石流災害／沖縄県軽石漂
着／東日本大震災避難者状況／原発事故の食品への影響　など

第4章  �防災意識・防災対策
防災に関する国民の意識／水害対策／土砂災害時の避難行動／地
震への備え／在宅避難と停電／コロナ禍での災害意識／家庭の防
災対策／防災食の備え／雪害対策／緊急地震速報の活用／防災情
報の利活用状況／ハザードマップの整備状況／道路の震災対策／
住宅の耐震化状況／地震保険加入率／原子力発電所の現状　など

第5章  �火災と消防防災
火災の現状／火災による損害／危険物施設の災害／消防防災　など

第6章  �犯罪と防犯＆交通事故に関するデータ
犯罪情勢／青少年のインターネット利用環境／治安の意識／少年
犯罪の実態／児童虐待と高齢者虐待の現状／ストーカーと家庭内
暴力の実態／特殊詐欺に関する意識／企業のサイバーリスクへの
意識・対策／救急・救助／交通事故・交通違反／あおり運転／交
通安全意識　など
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3 日
本の災

害史③
風水害

内閣府
「過去

の災害
一覧」

、国立
天文台

「理科
年表」

、内閣
府「災

害状況
一覧」

1-3-1
日本の

災害史
―風水

害（1757年～2022年）

図表

定義

1757年～
1921年は

「過去
の災害

一覧」
をもと

に掲載
。1927年～

2012年は
「理科

年表」
をもと

に「死
者・行

方不明
者の多

いもの
」を掲

載。

2000年～
は「災

害状況
一覧」

をもと
に人的

被害の
出た災

害を掲
載して

いる。

発災日

和暦（
西暦）

災害名
／

被災地
域

規模の
大きさ

被災状
況

概要［
被害数

］

宝暦7

（1757.5）

／蔵王
最大約

1.8mの洪
水

○4月26日よ
り昼夜

降り続
いた大

雨で、
信濃川

が5月1日夜
から出

水し、
翌日に

は未曾
有の水

害とな
った。

5月2日か
ら5日ま

で平地
より6尺（

約1.8m）の
水位の

洪水に
なった

。その
後も

5月27日・
28日に

5尺余
、6月17日・

18日に
5尺5寸と

再度の
洪水に

見舞わ
れ、蔵

王村の
一部

は刈り
取られ

た。

○［経
済社会

］長岡
藩のこ

の年の
収納高

は7万280俵余
で、例

年より
4万9千俵

の減収
であっ

た。

享和2

（1802.7）

淀川大
洪水／

大坂　
（淀川

沿い）

41ヵ所
・合計

3千 mに

わたっ
て堤防

決壊

○6月27日か
ら降り

続いた
雨は、

同29日に
は雷を

交えた
暴風雨

となり
、淀川

をはじ
め各河

川

が増水
。7月1日に

淀川左
岸の河

内国交
野郡楠

葉村（
枚方市

楠葉周
辺）や

茨田郡
仁和寺

村（寝

屋川市
仁和寺

周辺）
などの

堤防が
決壊し

たため
、東は

葛城山
脈のふ

もとか
ら南は

八尾久
宝

寺平野
郷まで

水につ
かった

。又右
岸の摂

津国上
郡では

堤防が
約500mにわ

たって
決壊し

、高

槻城内
の邸舎

までが
浸水す

る被害
に見舞

われた
。摂津

国西成
郡でも

11ヵ所
・合計

約450mの

堤防が
被害を

受け、
堂島、

中之島
付近は

約7mの水
の底に

沈んだ
。大阪

の淀川
流域で

は合計

239村が
被害を

受け、
堤防は

41ヵ所
・合計

3千 mにわ
たって

決壊。
避難所

に収容
された

被災

者の数
は2千人

以上。

 人的
被害  羅災

者2千人
以上　

 建築
被害等

  239村被
害

嘉永3

（1850.6）

安芸国
大水／

倉敷周
辺

360mにわ
たり堤

防決

壊

○5月29日か
ら雨が

降り、
6月1日・

2日と
大雨に

なった
。東高

梁川は
水嵩が

増し、
6月3日夜

には安
江村堤

が200間（
約360m）ほ

ど崩れ
、安江

村古庄
屋の居

宅ほか
民家14軒・

人・牛
と

もおび
ただし

く押し
流され

、誰の
死体か

分から
ないも

のが多
かった

。倉敷
代官陣

屋内ま
で

水が入
り、沖

・四十
瀬・堀

川・笹
沖・福

井・八
軒屋・

粒浦・
灘・倉

敷新田
・白楽

市新田
・

白楽市
・田之

上・日
吉・渋

江のあ
たりは

一円、
軒端ま

でも水
に漬か

り、人
々は最

寄りの
笹

沖山・
日間山

・倉敷
妙見山

・山之
神など

の山手
へ逃げ

上がり
、アリ

が群れ
たよう

になっ
た。

○［経
済社会

］藩の
対応：

倉敷新
田では

150軒、
500人余

りの飢
人があ

り、5日よ
り18日ま

で毎日
御救い

として
水沢常

太郎方
にて米

2石ず
つ飯を

炊き、
郡中惣

代（ぐ
んちゅ

うそう
だい）

年行司
が小船

に乗っ
て家々

へ配り
、山へ

上がっ
ている

者にも
配った

。

○［経
済社会

］藩の
対応：

安江村
堤の切

れたと
ころに

は倉敷
代官が

出張し
工事を

差配し
た。関

係村や
窪屋郡

村々か
ら

夫役を
出した

が行き
届かず

、都宇
郡・浅

口郡、
岡山藩

領より
およそ

3千人
余を出

し為替
（か

わせ）
川を掘

り立て
、川中

へは400間ほ
ど杭柵

に土俵
を築添

え、仮
堰（か

りせき
）を造

るな

どの工
事をし

た。幕
府領と

私領よ
り数多

くの人
員を動

員し、
7月中

には工
事が完

了した
。人

員数は
帳面に

まとめ
られた

。飢人
には一

人前1合5勺ず
つにぎ

り飯が
配当さ

れた。

 人的
被害  死者

多数　
 建築

被害等
  流出

家屋14戸な
ど

安政3

（1856.8）

関東大
風災／

関東一
帯

○関東
諸国と

信濃・
駿河な

どの各
地が激

しい暴
風雨に

見舞わ
れ、江

戸での
被害が

著しく
、

本所・
深川で

出水し
、海岸

地域は
風浪被

害が大
きく、

築地本
願寺が

全壊。
東京湾

には高
潮

が発生
し、近

郊の沿
岸地域

で家屋
の流出

・破壊
及び溺

死者多
数。

 人的
被害  死者

多数　
 建築

被害等
  流出

・破壊
家屋多

数

明治18

（1885.6）

淀川大
洪水／

西日本
一帯

146ヵ所
で堤防

決壊
○6月上

旬から
梅雨前

線の活
動が活

発化し
て連日

のよう
に雨が

降り、
15日か

ら17日に
かけて

は低気
圧の影

響で近
畿地方

以西に
大雨が

降る。
大阪、

広島、
福岡な

どの各
地で水

害が起
こり、

大阪で
は淀川

の堤防
が数ヵ

所で決
壊。濁

水が市
内に流

れ込み
、広い

範囲で
浸水。

 人的
被害  死者

・行方
不明者

100人（
近畿）

　

 建築
被害等

  流出
家屋1,600戸、

浸水家
屋7万1千戸

（近畿
）

明治23

（1890.8）

関東洪
水／関

東一帯

100余ヵ
所で堤

防決壊
○8月上

旬から
雨が続

き、22日に
は暴風

となっ
た。こ

のため
利根川

は「9合水
」「10合水

」に

達し、
1千ヵ

所余り
で堤防

が決壊
損し、

関宿で
は約30戸の

家屋が
流出す

るなど
、流域

各地で

大きな
被害を

もたら
した。

 建築
被害等

  流出
家屋約

30戸（
関宿）

明治29

（1896.7）

明治29年の

大洪水
／中

部・関
東・東

北地方
一帯

○7月20日か
ら22日ま

での間
、中部

地方か
ら東日

本にか
けて梅

雨前線
の活動

による
大雨が

降

り、木
曽川、

長良川
、信濃

川など
が洪水

を起こ
して、

新潟県
で大洪

水。岐
阜県西

南部一
帯

が泥海
化。

 人的
被害  死傷

者78人（
新潟県

）、死
者158人（

岐阜県
）、死

者128人（
福井県

）など
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世界の火山噴火（2021年〜2022年4月）
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近
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の
災
害
・

将
来
の
災
害
予
測

2 世界の火
山噴火（

2021年
〜2022

年4月）

気象庁「地震活動及び火山活動について 世界の主な火山活動」

2-2-1
顕著な被

害を伴っ
た噴火が

発生した
主な火山

（日本を
除く）（

2021年
〜2022

年4月）

図表

注：1）火山名の読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。

　：2）日付は全て現地時間。

　：3）米国スミソニアン自然史博物館のホームページ“Global Volcanism Program | Smithsonian / USGS Weekly Volcanic Activity Report”（http://www.volcano.si.edu/reports_weekly.cfm）による。

　：4）欧州委員会人道援助・市民保護総局ホームページ“Emergency Response Coordination Centre（ERCC）Portal”（https://erccportal.jrc.ec.europa.eu/Maps#/maps/3726）による。

　：5）コペルニクス危機管理サービス“Copernicus Emergency Management Service（EMS）”（https://emergency.copernicus.eu/）、緊急対応調整センター“Emergency Response 

Coordination Centre（ERCC）”（https://erccportal.jrc.ec.europa.eu/）による。

　：6）インドネシア国家防災庁（http://www.bnpb.go.id/）による。

　：7）ウェリントン航空路火山灰情報センター（http://vaac.metservice.com/）、トンガ王国政府（https://www.gov.to/）による。

1.スフリエール

（セントビンセント島）

2.ニーラゴンゴ

3.ラパルマ島

4.スメル

5.フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ

▲

▲ ▲

▲

▲

火山名1）

位 置
標 高

噴火年月日2）

状 況

1
スフリエール

（セントビンセント島）

（Soufrière St. Vincent）

セントビンセント

及び
グレナディーン

諸島

1,220ｍ 2021年4月9日〜12日

9日から12日にかけて顕著な噴火が繰り返し発生し、噴煙が

16km まで上昇した。この噴火に伴って大量の降灰があったの

に加え、海岸にまで達する火砕流や泥流が広範囲に発生した。

広域の停電、断水、家屋の倒壊も発生した。周辺地域の住民

１万3千人以上が避難した。3）

2
ニーラゴンゴ

（Nyiragongo）

コンゴ民主共和国 3,470ｍ 2021年5月22日・23日

22日から23日にかけて南山麓で割れ目噴火が発生し溶岩が流出

した。溶岩流は居住地域を含む広い範囲を覆い被害をもたらし

た。家屋の損壊は3,629棟、死者31人、行方不明者40人、2万人

以上が避難した。3）4）

3
ラパルマ島

（La Palma）

スペイン、

カナリア諸島
2,426ｍ 2021年9月19日

19日に割れ目噴火が始まり溶岩噴泉などの活動が9月末時点で

継続している。一時は6千人以上が避難した。複数の火口から

流出した溶岩が5km 以上流下し島の西海岸に達しており、溶岩

で破壊された建物は800棟以上に及んでいる。3）5）

4
スメル

（Semeru）

インドネシア
3,657ｍ 2021年12月4日

4日に山頂火口の溶岩ドームで規模の大きな崩壊が発生し、こ

れに伴う火砕流が谷沿いに15km 以上流下した。この火砕流に

よる被害は、13日現在、死亡48人、行方不明12人、重症21人

となっている。火砕流はその後も発生し、14日までに11,658人

が避難した。3）6）

5

フンガ・トンガ - フンガ・

ハアパイ

（Hunga Tonga-Hunga 

Ha'apai）

トンガ王国
114ｍ 2022年1月15日

15日に非常に大規模な噴火が発生し、噴煙が約16,000m に達し

た。噴火に伴って発生した津波で多くの島が被害を受け、3人

が死亡し多数が負傷した。火口から70〜100km 離れた島々でも

多量の降灰があり、空港が使用不能となった。又、海底ケーブ

ルの切断によって国内外の通信が途絶した。3）7）
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15 介護施設等の防災・減
災対策

（一財）日本総合研究所
「令和3年度老人保健事業

推進費等補助金（老人保
健健康増進等事業）『介護

施設等の防災・減災対策
の

在り方に関する調査研究
事業』報告書」（郵送・イ

ンターネット調査）

2021年11月〜12月調査、
全国の高齢者施設・事業

所対象（回収数：2,535）

4-15-1
福祉避難所等としての指定

・協

定締結状況（複数回答）図表
4-15-2

過去5年以内の自然災害に
よる

被災経験図表

0 20 40 60 80
（％）

14.2

9.3

2.3

19.4

52.7
指定を受けていない、

協定等を締結してない

市町村との協定等に
基づく福祉避難所

3）

福祉避難スペース

一般避難場所
2）

指定福祉避難所
1）

全体
n=2,535

無回答
1.2%

被災経験なし

被災経験あり

全体
n=2,535

22.8%

76.0%

注：1）指定福祉避難所：災害
対策基本法施行第 20条の 6第 1号から第 5号まで定

める基準に適合する施設
。

2）指定一般避難所：災害
対策基本法施行令第 20条の第 1号から第 4号まで定

める基準にのみ適合する
施設。

3）協定等による福祉避難
所：災害対策基本法施行

令の基準には適合しない
が、

自然災害発生時に要配慮
者の受入れについて、市

町村と協定等を締結して
い

る施設も広義の「福祉避
難所」

4-15-3 被災時の被害状況（複数回答）図表
4-15-4

過去5年以内に被災した自
然災

害の種類（複数回答）　図表

0 20 40 60 80
（％）

12.7

4.3

17.7

13.3

18.2

56.2

20.8

7.3

9.5

10.9特になし

その他

ガスの停止

断水

停電（エレベーターや冷暖
房、

冷蔵庫、通信機器、医療機
器等）

屋内外設備、家具等の破損
（配管設備等）

建物内の亀裂や落下

（天井、窓ガラス、壁等）

外壁の亀裂や落下

構造体の被害

（柱、梁等建物の基礎部分
）

浸水被害

（床上浸水、床下浸水等）

n=577

0
10

20
（％）

14.8

0.9

6.7

2.7

1.7その他

雪害

地震・津波

土砂災害

台風・水害

全体
n=2,535

4-15-5
立地条件別、過去5年以内

に被

災した自然災害の種類（複数
回答）図表

0

10

20

（％）
30

12.2

0.4

6.1

2.6 1.7

18.3

1.5

7.6

2.9 1.6

災害警戒区域外 n=1,439災害警戒区域内 n=1,096

その他雪害地震・津波土砂災害台風・水害

（注）4-15-2で「被災経験あり」と
回答した施設・事業所対

象
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4 日本の地
震・津波

災害（2
021年

〜202
2年5月

）

気象庁
「令和

3年（2
021年）

の地震
活動に

ついて
」「（令

和4年1
月〜5月

の）地
震活動

及び火
山活動

につい
て」

内閣府
「災害

状況一
覧」

2-4-1
2021

年の日
本及び

その周
辺で発

生した
強い地

震

図表
500km 震央分

布図

M
depth

（km）
0

30

80

150

300

700

7.0

6.0

1 9

17
4
7
2
8
11

18

14

16

221324

25

26

21

12
20

6

5

3

23

19

15

10

5.0

4.0

3.0

UND

（注）
マグニ

チュー
ド 6.0以上

、又は
震度 5弱以

上を観
測した

地震を
掲載し

た。

番号

震源時 震央地
名

震源要
素

1）2） M
3） H3） S3） T3）

最大震
度・被

害状況
など

4）

月 日 時 分

緯度
経度

深さ
（km）

M Mw

度
分

度
分

1 1 12 11 39 北海道
西方沖

43° 38.2' 139° 59.1' 235 6.0 6.0 M ・ ・ ・
2：北海

道　  南幌町
栄町＊

　剣淵
町仲町

＊　新
冠

町北星
町＊　

浦河町
潮見

　  など1道3県17地点

2 2 13 23 07 福島県
沖

37° 43.7' 141° 41.9' 55 7.3 7.1 M H S T

6強：  宮城県
　蔵王

町円田
＊

福島県
　国見

町藤田
＊　相

馬市中
村＊　

  

新地町
谷地小

屋＊

長周期
地震動

階級4を観測

緊急地
震速報

（警報
）を発

表

津波：
宮城県

石巻港
で最大

22cｍなど
、宮城

県及

び福島
県で津

波を観
測

被害：
死者2人、重

傷16人、軽
傷170人、住

家全

壊123棟、半
壊1,937棟など

（11月26日現在
）

3 3 15 00 25 和歌山
県北部

34° 1.7' 135° 14.8' 4 4.6 － ・ ・ S ・ 5弱：和
歌山県

　湯浅
町青木

＊

4 3 20 18 09 宮城県
沖

38° 28.0' 141° 37.6' 59 6.9 7.0 M H S ・

5強：  宮城県
　涌谷

町新町
裏　登

米市米
山町＊

　

など1県13地点

長周期
地震動

階級3を観測

津波注
意報を

発表

緊急地
震速報

（警報
）を発

表

被害：
重傷1人、軽

傷10人、住
家一部

破損20棟

など（
11月26日現在

）

5 3 27 07 02 宮古島
北西沖

26° 4.6' 125° 2.4' 152 6.2 6.0 M ・ ・ ・
2：  沖縄県

　名護
市港＊

　恩納
村恩納

＊　な
ど1

県35地点

6 4 18 23 14 台湾付
近

23° 49.6' 121° 29.2' 14 6.1 － M ・ ・ ・ 国内で
震度1以上を

観測し
た地点

なし

7 5 1 10 27 宮城県
沖

38° 10.4' 141° 44.4' 51 6.8 6.8 M H S ・

5強：  宮城県
　涌谷

町新町
裏　大

崎市田
尻＊　

石

巻市桃
生町＊

長周期
地震動

階級2を観測

緊急地
震速報

（警報
）を発

表

被害：
重傷1人、軽

傷3人など
（5月10日現在

）
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18 防災情報の利活用状況
気象庁「令和3（2021）年度気象情報の利活用状況に関する調査報告」（インターネット調査）
2021年12月調査、全国に居住する20歳〜79歳の男女対象（有効回収数：2,000サンプル　男性：989サンプル、女性：1,011サンプル）

0 20 40 60 80 100
（％）

知らない知っている

顕著な大雨に関する情報

記録的短時間大雨情報

竜巻注意情報

指定河川洪水予報（氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報）

全般、地方、府県の気象情報

台風情報

土砂災害警情報

早期注意情報（警報級の可能性）

注意報、警報、特別警報
48.5

76.5

50.5

13.1

47.5

58.5

68.2

47.8

43.6

51.6

23.6

49.6

87.0

52.5

41.6

31.8

52.3

56.4

全体 n=2,000

0 20 40 60 80 100
（％）

38.4

3.6

2.5

0.1

10.2

1.0

4.7

1.9

7.9

11.4

13.8

0.2

4.7

38.4

3.6

2.5

0.1

10.2

1.0

4.7

1.9

7.9

11.4

13.8

0.2

4.7
期待する入手手段はない

その他

市区町村の防災行政無線

スマートフォンのアプリ（気象情報等を受信・表示したりする専用アプリ）

ツイッター、フェイスブック、LINEなどのソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

その他のホームページ（自治体、報道機関、気象会社など）

気象庁ホームページ

その他の電子メール（「自治体からの電子メール」以外のメールサービス）

自治体からの電子メール（自治体（都道府県・市区町村）が提供する登録制の防災メールサービス）

音声電話（177天気予報電話サービス等）

ラジオ

テレビ（リモコンの「dボタン」で表示されるデータ放送）

テレビ（一般放送）

全体
n=2,000

どれもあてはまらない（入手する手段はない）

その他

市区町村の防災行政無線

スマートフォンのアプリ（気象情報等を受信・表示したりする専用アプリ）

ツイッター、フェイスブック、LINEなどのソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

その他のホームページ（自治体、報道機関、気象会社など）

気象庁ホームページ

その他の電子メール（「自治体からの電子メール」以外のメールサービス）

自治体からの電子メール（自治体（都道府県・市区町村）が提供する登録制の防災メールサービス）

音声電話（177天気予報電話サービス等）

ラジオ

テレビ（リモコンの「dボタン」で表示されるデータ放送）

テレビ（一般放送）

0 20 40 60 80 100
（％）

86.9
30.5

16.7

1.7

34.3

8.1

34.4

20.7

20.2

42.3

33.1

1.3

2.2

86.9
30.5

16.7

1.7

34.3

8.1

34.4

20.7

20.2

42.3

33.1

1.3

2.2
全体

n=2,000

0

20

40

60
（％）

ど
れ
も
あ
て
は
ま
ら
な
い

（
家
族
や
親
戚
、

知
人
な
ど
に
は
知
ら
せ
な
い
）

そ
の
他

ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

L
I
N
E
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）

電
子
メ
ー
ル

音
声
電
話

会
っ
て
話
す

24.9

49.4

30.6

42.0

0.3

11.0

24.9

49.4

30.6

42.0

0.3

11.0

n=1,956

（注）4-18-2で「どれもあてはまらない（入手する手段はない）」以外の回答をした者対象

4-18-1 気象庁からの防災情報の認知度
図表

4-18-3
気象庁からの防災情報について、さらなる充実を期待する入手手段（複数回答：3つまで）

図表

4-18-2 気象庁からの防災情報の入手手段（複数回答）
図表

4-18-4 気象庁からの防災情報の知人などへの伝達手段（複数回答）
図表
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第6章

292 災害と防災・防犯 統計データ集 2022

3 治安に関する意識内閣府「治安に関する世論調査」（郵送調査）

2021年12月〜2022年1月調査、全国18歳以上の日本国籍を有する者（有効回収数：1,790名）対象

6-3-1 日本は安全・安心な国だと思う
か

図表

6-3-2 最近（直近10年間）の治安に
対する認識

図表

0
20

40
60

80
100
（％）

9.9

9.5

10.4

60.6

56.9

64.1

24.5

28.8

20.4
女性

n=925

男性
n=865

全体n=1,790

そう
思わない

どちらかといえばそう思わない

無回答

どちらかといえばそう思う

そう思う

0.9

1.3

0.6

4.0

3.6

4.4

0
20

40
60

80
100
（％）

10.1

10.1

10.1

44.5

40.1

48.6

35.4

38.2

32.9

8.5

10.4

6.8

悪く
なったと
思う

どちらかといえば悪くなったと思う

無回答

どちらかといえばよくなったと思う

よく
なったと
思う

女性
n=925

男性
n=865

全体n=1,790

1.5

1.3

1.76-3-3 いまの日本社会に関する認識（複数回答）

図表

0

20

40

60

80
（％）

64.4

54.1

40.8

33.0

29.5

23.7

21.9

15.8

8.1

3.1

1.3
無回答

その他

警察の取締りが不十分だ

交番での警戒やパトロールをする制服警察官が少ない

犯罪を防ぐための制度や警察の体制が不十分だ

青少年の教育が不十分だ

オンラインでの取引や業務における
セキュリティ対策が不十分だ

国民の規範意識が低下した

犯罪に対する刑罰が軽い

人と人とのつながりが希薄となった

偽の情報を含め様々な情報がインターネット上で

氾濫し、それが容易に手に入るようになった

全体 n=1,790
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13 日本の活火
山の分布・噴

火警戒レベル

内閣府「令和
3年版防災白

書」、気象庁「
火山」「月間火

山概況・火山
活動解説資料

（2021年）」、
産総研地質調

査総合センタ
ー「火

山研究情報」

2-13-1 日本の活火山
の分布（2021年

3月現在）

図表

米丸・住吉池

福江火山群

池田・山川

開聞岳

口之島

若尊
霧島山
阿蘇山

桜島

中之島

択捉阿登佐岳
散布山

ルルイ岳
知床硫黄山

茂世路岳

指臼岳
小田萌山
択捉焼山

ベルタルべ山
爺爺岳
羅臼山
泊山

羅臼岳天頂山
アトサヌプリ

摩周
雄阿寒岳
雌阿寒岳

丸山
恵庭岳
樽前山
倶多楽恐山

利尻山

大雪山
十勝岳

硫黄鳥島

羊蹄山
ニセコ

西表島北北東
海底火山

南西諸島

有珠山

北海道駒ヶ岳
恵山

渡島大島

岩木山
秋田焼山

秋田駒ヶ岳
鳥海山
肘折

蔵王山

妙高山

鳴子

八幡平
十和田

岩手山
栗駒山

八甲田山

吾妻山
安達太良山

磐梯山
那須岳
高原山

日光白根山

赤城山
榛名山
浅間山

伊豆大島
利島
新島
三宅島
八丈島
青ヶ島

新潟焼山
燧ヶ岳 沼沢

草津白根山

弥陀ヶ原
焼岳

アカンダナ山
乗鞍岳
白山
御嶽山

神津島
御蔵島

横岳

富士山
箱根山
伊豆東部火山

群

鶴見岳・伽藍
岳

由布岳
九重山

三瓶山

阿武火山群

ベヨネース列
岩

伊豆鳥島
須美寿島

海形海山
海徳海山

西之島

硫黄島
北福徳堆
福徳岡ノ場

南日吉海山

噴火浅根

日光海山

男体山

孀婦岩

雲仙岳

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

活火山（111）
常時観測火山（

50）1）

N24°

N28°

N32°

E144°
E140°

注：1）常時観測
火山とは、「火

山防災のため
に監視・観測

体制の充実等
が必要な火山

」として火山
噴火予知連絡

会によって選
定された 50火山

資料：気象庁
ホームページ

より内閣府作
成（2021年 3月現在）

出典：内閣府
「令和 3年版防災白

書」

2-13-2 噴火警戒レベ
ル

図表

出典：気象庁
「火山」

種別 名称 対象範囲
噴火警戒レベ

ルと

キーワード

説明

火山活動の状
況

住民等の行動
登山者・入山

者への対応

特別
警報

噴火警報

（居住地域）

又は
噴火警報

居住地域
及び
それより
火口側

レベル5 避難

居住地域に重
大な被害を及

ぼ

す噴火が発生
、あるいは切

迫

している状態
にある。

危険な居住地
域からの避難

等

が必要（状況
に応じて対象

地

域や方法等を
判断）。

レベル4 高齢者等避難

居住地域に重
大な被害を及

ぼ

す噴火が発生
すると予想さ

れ

る（可能性が
高まってきて

い

る）。

警戒が必要な
居住地域での

高

齢者等の要配
慮者の避難、

住

民の避難の準
備等が必要（

状

況に応じて対
象地域を判断

）。

警報

噴火警報

（火口周辺）

又は
火口周辺
警報

火口から
居住地域
近くまで

レベル3 入山規制

居住地域の近
くまで重大な

影

響を及ぼす（
この範囲に入

っ

た場合には生
命に危険が及

ぶ）噴火が発
生、あるいは

発

生すると予想
される。

通常の生活（
今後の火山活

動

の推移に注
意。入山規制

）。

状況に応じて
高齢者等の要

配

慮者の避難準
備等。

登山禁止・入
山規制等、危

険

な地域への立
入規制等（状

況

に応じて規制
範囲を判断）。

火口周辺 レベル2 火口周辺規制

火口周辺に影
響を及ぼす（

こ

の範囲に入っ
た場合には生

命

に危険が及ぶ
）噴火が発生

、

あるいは発生
すると予想さ

れ

る。

通常の生活。
（状況に応じ

て

火山活動に関
する情報収集

、

避難手順の確
認、防災訓練

へ

の参加等）。

火口周辺への
立入規制等（

状

況に応じて火
口周辺の規制

範

囲を判断）。

予報 噴火予報
火口内等 レベル1

活火山で

あることに留
意

火山活動は静
穏。火山活動

の

状態によって
、火口内で火

山

灰の噴出等が
見られる（こ

の

範囲に入った
場合には生命

に

危険が及ぶ）。

特になし（状
況に応じて火

口

内への立入規
制等）。
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3-6-1 地震発生時にいた場所
図表
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25
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75

100
（％）

92.692.692.6

5.6
0.6 0.3 0.7

0.20.0

92.6

5.6
0.6 0.3 0.7

0.20.0

そ
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や
バ
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タ
ク
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運
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中
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っ
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屋
外
で
過
ご

し
た
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、

歩
い
た
り
、

自
転
車
に

乗
っ
て
い
た

お
店
や

施
設
の
中

職
場
や

学
校
な
ど
の

建
物
内

自
宅

n=1,000

（注）宮城県・福島県の各県 500名対象

3-6-2 地震発生時にいた場所にどのような危険があったか（複数回答）

図表

0

20

40

60

19.6
10.0 10.0 9.1 9.0 8.4

4.8
2.2 1.6

左
記
の
よ
う
な

危
険
は
少
な
い

地
域
だ
と
思
う

そ
の
他

危
険
物
を
扱
う

工
場
や
危
険
な

建
物
・
建
造
物

が
近
く
に
あ
る

海
岸
に
近
く

津
波
や
高
潮
の

危
険
が
あ
る

が
け
地
、

傾
斜
地
に
あ
る

（
近
い
）

地
盤
が
弱
い

（
揺
れ
や
す
い
、

液
状
化
が

起
こ
る
危
険
が

あ
る
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

通
行
の
障
害
物

が
多
い

河
川
や
水
路
が

近
く
津
波
や

氾
濫
の
危
険

が
あ
る

道
路
が
狭
く
、

複
雑
に
入
り

組
ん
で
い
る

木
造
住
宅
が

密
集
し
て
い
る

（％）

n=1,000

53.753.7

（注） 宮城県・福島県の各県 500名対象

（注）1　宮城県・福島県の各県 500名対象2　3-6-2で「河川や水路が近く津波や氾濫の危険がある」「海岸に近く津波や高潮の
危険がある」と回答した者を「津波リスク有」、それ以外を「津波リスク無」と分
類した。 （注）宮城県・福島県の各県 500名対象

6 2022年3月16日福島県沖地震に関する調査（株）サーベイリサーチセンター「2022年3月16日福島県沖の地震に関する調査」（インターネット調査）
2022年3月調査、宮城県・福島県・東京都に居住し、2020年3月16日23時36分頃の地震発生時に同居住地内にいた20歳以上の居

住者男女1,500名（各都県500名）対象　

0 20 40 60 80 100
（％）

15.6

32.1

5.9

12.3

78.5

55.6
津波リスク無

 n=865

津波リスク有
 n=135

津波のことは
ほとんど

考えなかった

津波は来ない
だろうと思った

津波が来る
かもしれないと
思った

0 20 40 60 80 100
（％）

その他

旅館・ホテルに泊まって避難した

マイカーなどに車中泊した

近くの親戚や知人の家などに避難した

市町村が指定する避難所などへ避難した

出先から自宅に帰宅した

自宅など、そのときにいた
場所にそのままいた

1.8

1.9

1.6

1.0

0.1

2.4

91.891.8

n=1,000

0 25 50
（％）

自治体の同報無線などで避難の呼びかけがあったから

停電や断水、ガスの停止が起こったから

余震が続き自宅内にとどまることが危険だと判断したから

テレビ・ラジオなどからの情報で避難が必要だと思ったから

家族で避難を決めたから

0 25 50
（％）

9.3

9.3

9.3

7.0

7.0その他

水や食料、生活用品が
不足したから

高齢者や小さな
子どもがいたから

自宅の被害が
大きかったから

消防団や警察などの呼びかけがあったから

近所の人の呼びかけがあったから

n=43

11.611.644.244.2

37.237.2

18.618.6

16.316.3

14.014.0

（注）避難を行った者対象

（注）避難を行った者対象

0

25

50

23.3

11.6

2.3 0.0
そ
の
他

介
助
・
付
き
添
い
を

す
る（
し
て
も
ら
う
）

の
が
大
変
だ
っ
た

周
囲
が
暗
く
て

危
な
か
っ
た

避
難
路
が
限
ら
れ
て

混
雑
・
渋
滞
し
た

準
備
に
手
間
取
り
、

避
難
を
始
め
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た

ど
こ
に
行
く
べ
き
か

判
断
に
迷
っ
た

特
に
問
題
な
く

移
動
で
き
た

（％）

n=43

44.244.2

16.316.3 16.316.3

3-6-5 避難のきっかけ（複数回答）
図表

3-6-6 避難先への移動上の問題（複数回答）

図表

3-6-3 津波リスク認知別、津波リスクの連想
図表

3-6-4 避難場所（複数回答）
図表
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企業のサイバーリスクへの意識・対策
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11 企業のサイバーリスクへの意識・対策

（一社）日本損害保険協会「国内企業のサイバーリスク意識・対策実態調査 2020」（インターネット調査）

2020年10月調査、企業モニター調査の登録企業4,000社対象（有効回答数：1,535社）

6-11-1 サイバー被害の有無

図表

6-11-2 企業規模別、サイバー被害を受

けた時期（複数回答）　

図表

0
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40
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80
100（％）

12.4

13.5

11.8

74.3

69.4

76.7

7.0

10.4

5.2

6.4

6.7

6.2

中小企業n=1,015

大企業n=520

全体n=1,535 わからない

受けたことはない

複数回受けたことがある

1度だけ受けたことがある

10

30

0

20

40

19.819.8

16.416.4
22.4 25.0

6.9 11.2

5.2

16.916.9

13.513.5

27.0

13.513.5
19.1

9.0
7.9
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な
い
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以
上
前
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年
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５
年
以
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３
年
以
内

１
年
以
内

直
近
半
年

以
内

（％）

中小企業 n=116

大企業 n=89

（注）6-11-1 で「1 度だけ受けたことがある」「複数回受けたことがある」を選択した企業

対象

6-11-3 企業規模別、サイバー被害を発

見した要因（複数回答）

図表

6-11-4 サイバー被害を受けた際の被害

総額

図表
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大企業 n=89

（％）

0
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以上100万円未満

50万円
未満

1.91.9

3.23.2

0.00.0

3.23.2

（注）6-11-1 で「1 度だけ受けたことがある」「複数回受けたことがある」を選択した企業

対象

（注）6-11-1 で「1 度だけ受けたことがある」「複数回受けたことがある」を選択した企業

対象

6-11-5 企業規模別、サーバー被害を受けた際の攻撃の種類（複数回答）

図表
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（注）6-11-1 で「1 度だけ受けたことがある」「複数回受けたことがある」を選択した企業対象
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6-13-1 道路交通事故による交通事故発生件数、死者数、負傷者数及び重傷者数の推移

（1948年〜2020年）　

図表
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事故発生件数

死者数（厚生統計）

死者数（30日以内）

死者数（24時間）

（2020年）

（注）1　警察庁資料による。2　「死者数（24時間）」とは、交通事故によって、発生から 24時間以内に死亡した者をいう。

3　「死者数（30日以内）」とは、交通事故によって、発生から 30日以内（交通事故発生日を初日とする。）に死亡した者をいう。

4　「死者数（厚生統計）」は、警察庁が厚生労働省統計資料「人口動態統計」に基づき作成したものであり、当該年に死亡した者のうち原死因が交通事故によるもの（事故発生後 1年を

超えて死亡した者及び後遺症により死亡した者を除く。）をいう。なお、1994年以前は、自動車事故とされた者を、1995年以降は、陸上の交通事故とされた者から道路上の交通事故

ではないと判断される者を除いた数を計上している。

5　1966年以降の交通事故発生件数は、物損事故を含まない。

6　死者数（24時間）、負傷者数及び交通事故発生件数は、1971年以前は、沖縄県を含まない。

出典：内閣府「令和 3年交通安全白書」

6-13-2 年齢層別、人口10万人当たり交通事故死者数の推移（2010年〜2020年）

図表
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（注）1　警察庁資料による。2　算出に用いた人口は、該当年の前年の人口であり、総務省統計資料「人口推計」（各年 10月 1日現在人口（補間補正を行っていないもの。ただし、国勢調査実施年は国勢調査人口による。））

による。出典：内閣府「令和 3年交通安全白書」

13 交通事故・交通違反内閣府「令和3年交通安全白書」、警察庁「令和3年交通事故統計」
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使える！ わかる！

A4 判　2022 年 2月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-080-0

ノロウイルスや鳥インフルエンザなど……
食の安全と健康を守る社会システムをどう構築するか
を考えるための豊富な資料集。

食の安全と健康意識
データ集 2022

A4 判　2022 年 4月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-082-4

ウクライナ侵攻で高騰するエネルギー価格！
脱炭素政策は、温暖化対策は？そして、私達の生活を
考えるための総合的データ集。

地球温暖化＆エネルギー問題
総合統計 2022

A4 判　2021年 9月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-075-6

新型コロナウイルス禍で混乱する介護・看護サービス。
今後の介護・看護の安心と安全を考えるための統計
データ集。

介護・看護サービス
統計データ集 2022
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